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値の統計量計算を行うためのモジュール作成には C++と DOS コマンドバッチファイルを用いた。ま
た、曲線フィッテイングと統計分析からなる収束評価モジュール作成にはマイクロソフトオフィス
エクセル 2007 を利用した。画像処理アルゴリズムの実装には、OpenCV（無償画像処理ソフトウェ
アライブラリ）を使用した。IC-EOS の実用性は、ナトリウムチャネル NaChBac の負染色像を対象と
した検証、GroEL シャペロンタンパク質の擬似投影像を用いたシミュレーション実験および陽イオ
ン透過性 M23 チャネルの単粒子解析への実践応用により検討した。NaChBac は生化学的方法で調整
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平成 25 年 5 月 21 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（神経科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
